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イネ出穂期頃の水田周辺草刈りによるカメムシ類の動向について
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MasamiTAKITAandTomiichiTAKEDA｡：

Populationfluctuationsofricebugsinfluencedbyweedingonleveeinriceheadingtime

ため水田周辺雑草地では，茎葉残さを集積させた残さ集

積区と，残さも全てきれいに取り払われた裸地区がすじ

状にできた。

3．斑点米カメムシ類の調査

水田内及び水田周辺雑草地において，草刈り前日の8

月2日から草刈り35日後の9月7日の期間に，20回振

りのすくい取りを計7回行った。

水田内のすくい取り調査は，試験圃場のほぼ中央部で

行った。草刈り後における水田周辺雑草地のすくい取り

調査は，残さ集積区上を中心に行った。

さらに，草刈り後の水田周辺雑草地において，残さ集

積区と裸地区のかき分け調査を行い，カメムシ類の生息

状況を調査した。なお，かき分け調査は約1㎡の範囲

で行った。

試験結果

1．水田及び水田周辺雑草地における草刈り前のカメム

シ類の生息状況

草刈り前における水田及び水田周辺雑草地でのカメム

シ類のすくい取り結果を第1表に示した。草刈り前，水

田内ではホソハリカメムシが1頭すくい取られたのみで

あった。一方，水田周辺雑草地では，オオトゲシラホシ

カメムシ，ブチヒゲカメムシ，ホソハリカメムシ，コバ

現在山形県では，カメムシ類による被害防止のため，

出穂の2週間前までに畦畔・雑草地等の草刈りを終了さ

せ，出穂間近の草刈りは，カメムシ類の水田侵入を促す

ので実施しないよう指導を行っている。しかし，出穂間

近の草刈りが，水田及び水田周辺雑草地の斑点米カメム

シ類にどのように影響するのかについてはまだ不明な点

がある。

また，草刈り後における茎葉残さの放置は，ナガカメ

ムシ類の生息場所になる可能性がある。しかし，実証し

た例がないため，一般農家では草刈りによって出た残さ

を放置しておくことが多い。

そこで出穂期頃，水田畦畔及び水田周辺雑草地におい

て草刈りを実施し，その前後におけるカメムシ類の動向

について，本県の主要種であるオオトゲシラホシカメム

シを中心に調査を行った。併せて草刈り後，茎葉残さ中

にカメムシが生存できる可能性についても検討を行った。

材料および方法

1．試験場所及び試験圃場周辺の状況

本試験は，1999年に山形県立農業試験場内にある1

筆の面積が約laの圃場2筆で行った（第1図)。この

圃場は，周囲を雑草地に囲まれていた。畦畔及び周辺雑

草地の草種はヨモギ，ギシギシ，クローバー，オオバコ，

エノコログサなどが主体であった。

なお，本試験に用いたイネの品種はササニシキで，出

穂期は8月6日，収種日は9月9日であった。

2．畦畔並びに水田周辺雑草地の草刈り時期及び方法

出穂始めの8月3日，畦畔並びに水田周辺雑草地の草

刈りを行った。なお，この畦畔並びに周辺雑草地は，本

試験を実施するまでは慣行で草刈りを行っていた。草刈

りは，刈り払い機を用いて一定方向に刈り取った。その
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ネヒョウタンナガカメムシ，アカヒメヘリカメムシなど
の斑点米カメムシ類がすくい取られた。

2．水田及び水田周辺雑草地における草刈り後のカメム
シ類の生息状況

草刈り後の水田内におけるカメムシ類のすくい取り調
査結果を第2表に示した。水田内で草刈り翌日から13
日後までの期間にすくい取られたのは，ホソハリカメム

シとアカヒメヘリカメムシのみであった。草刈り前，水
田周辺雑草地ですくい取られたオオトゲシラホシカメム

シやブチヒゲカメムシ，コパネヒョウタンナガカメムシ

は，この期間すくい取られなかった。オオトゲシラホシ

カメムシは，草刈り16日後以降にすくい取られた。オ
オトゲシラホシカメムシの水田侵入と同時期からホソハ

リカメムシの増加がみられた。ブチヒゲカメムシとコバ

ネヒョウタンナガカメムシは，調査期間中水田内では確
認されなかった。

草刈り後の水田周辺雑草地におけるすくい取り調査結

果を第3表に示した。草刈り翌日にもオオトゲシラホシ

カメムシやブチヒゲカメムシがすくい取られた。オオト

ケシラホシカメムシについては草刈り16日後以降，確

認されなくなったが，ブチヒゲカメムシについては草刈

り27日後まで確認された。

草刈り後の水田周辺雑草地で，残さの集積区と裸地区

について，それぞれかき分け調査を行った結果を第4表

に示した。裸地区では，調査期間を通じて斑点米カメム

シ類を確認できなかった。残さ集積区では，草刈りの翌

日及び3日後に，コバネヒョウタンナガカメムシやオオ

トゲシラホシカメムシが確認された。オオトゲシラホシ

カメムシは，草刈り16日後の1頭以降，確認できなかっ

た。コバネヒョウタンナガカメムシは，草刈り13日後

には確認できなかったが，22日後に4頭が確認された。

第1表草刈り前の水田及び水田周辺雑草地におけるカメムシ類のすくい取り虫数

カメムシの種')及びすくい取り虫数2）調査地点調査月日
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注1）オオ：オオトゲシラホシカメムシプチ：プチヒゲカメムシ
ホソ：ホソハリカメムシコパネ：コパネヒョウタンナガカメムシ
アカヒメ：アカヒメヘリカメムシ

2）数値は20回振りのすくい取りで2反復の平均
3）（）内はうち幼虫数

第2表草刈り後の水田内におけるカメムシ類のすくい取り虫数

草刈り後日数
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カメムシの種!'及びすくい取り虫数'’
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注1）オオ：オオトゲシラホシカメムシプチ：ブチヒゲカメムシ

ホソ：ホソハリカメムシコバネ：コパネヒョウタンナガカメムシ

アカヒメ：アカヒメヘリカメムシ

2）数値は20回振りのすくい取りで2反復の平均

3）（）内はうち幼虫数
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